
平成１１年１０月２１日
海洋科学技術センター

地球シミュレータ施設の着工について

１．海洋科学技術センター（理事長：平野拓也）は、宇宙開発事業団及び日本原子力研究所と協力して進めている
地球シミュレータ計画に関し、地球シミュレータ施設（地球シミュレータの運転及び研究のための施設）を元神奈
川県工業試験所跡地（所在地：横浜市金沢区昭和町３１７３）に設置することとして本年３月から本施設の設計を
進めてきましたが、今般、本施設の建設に着工することとなりました。
なお、本施設の起工式は１０月２９日（金）１０時から元同工業試験所跡地にて執り行われます。

２．地球シミュレータは、地球温暖化等の地球変動現象を高精度で予測するための超高速計算機システムで、平成
１３年度末に予定されている運用開始時点において世界で最高速のスーパーコンピュータになるものと予想されて
おり、本施設は、地球変動予測と計算科学技術の分野の研究拠点として整備するものです。

地球シミュレータ計画の概要について　　　

地球シミュレータ施設建設計画の概要について

配置計画図

地球シミュレータ施設完成予想図

シミュレータ棟断面透視図

超高速並列計算機システム「地球シミュレータ」の完成予想図

　　　　　　　　　　　本件連絡先：海洋科学技術センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　フロンティア研究推進室　担当：林、平野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０３-５４０４-７８６１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：０３-５７７６-１５３６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　普及・広報課　担当：他谷、池川、木村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０４６８-６７-３８０６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：０４６８-６５-８８１０



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考２）

地球シミュレータ計画の概要について　

１．目的
　　地球温暖化、異常気象等の地球規模の気候変動、超長期にわたる地球の地殻変動等の解明、予測等を目指し
て、高度な数値シミュレーションにより、地球規模の複雑に絡み合う諸現象を計算機上で忠実に再現するための超
高速並列計算機システム（地球シミュレータ）を開発しています。

２．地球シミュレータの性能
　　地球シミュレータは、気候・気象分野の代表的なシミュレーションを実効処理速度５テラフロップス（ＴＦＬ
ＯＰＳ）程度で実行できる能力を持つ超高速並列計算機システムであり、この能力は現状の気象計算における主力
スーパーコンピュータで行うシミュレーションの１０００倍程度の実効処理速度に対応し、世界最高水準のシミュ



レーション性能を達成できるものです。
　　（注）５テラフロップス：１秒間に５兆回の浮動小数点演算を行う速さ

３．スケジュール・実施機関
　　本計画は平成９年度から推進されており、平成１３年度末に地球シミュレータの運用を開始することを目途
に、現在、宇宙開発事業団及び日本原子力研究所が地球シミュレータの研究開発を、また、海洋科学技術センター
が施設の整備を協力して実施しています。

４．地球シミュレータ施設の整備
　　設置場所：神奈川県横浜市金沢区昭和町３１７３
　　　　　　　　元神奈川県工業試験所跡地
　　整備主体：海洋科学技術センター
　　建設費：　約７２億円（平成１０〜１３年度）
　　　　　　　（地球シミュレータ及びその運転・保守に必要な機器・設備等
　　　　　　　　を格納する施設、空調・電源設備、研究居室）　　　　　　　　
　
　　　

　　

（参考３）

地球シミュレータ施設建設計画の概要について

１．敷地の概要
　a. 所在地　　：　横浜市金沢区昭和町３１３７
　　　　　　　　　神奈川県工業試験所跡地（公簿面積：３２,９０９.２６ｍ2）
　b. 敷地面積　：　１９,８８６.７ｍ2

　c. 用途地域　：　工業地域（市街化区域）（建ペイ率：６０％、容積率：２００％）
　d. 高度地区　：　第７種高度地区（絶対高さ制限：３１ｍ）

２．建築物の概要
（１）シミュレータ棟
　　　a. 用途　　　：　地球シミュレータ、空調設備等を収納
　　　b. 建物高さ　：　約１７.３ｍ（地上２階）
　　　c. 延床面積　：　６,３６３ｍ2（建築面積：３,３７６ｍ2）
　　　d. 構造　　　：　鉄骨構造、免震構造
　　　e. 付帯設備　：　避雷塔
（２）研究棟
　　　a. 用途　　　：　研究者の居室、地球シミュレータの制御装置等を設置
　　　b. 建物高さ　：　１５.３ｍ（地上４階）
　　　c. 延床面積　：　３,４７９ｍ2（建築面積：１,１６４ｍ2）
　　　d. 構造　　　：　鉄骨構造
（３）動力棟
　　　a. 用途　　　：　地球シミュレータの空調設備用の冷凍機、冷却塔を設置
　　　b. 建物高さ　：　約１４.０ｍ（地上１階）
　　　c. 延床面積　：　５２５ｍ2（建築面積：５２１ｍ2）



　　　d. 構造　　　：　鉄筋コンクリート構造
（４）付帯設備
　　　a. 特高受変電設備

３．工事期間
　　平成１１年１０月〜平成１３年３月








